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第 37 回日本ハンドセラピィ学会学術集会とのご後援について（ご依頼） 
  
謹啓 時下，ますますご清栄のこととお慶び申し上げます．平素は格別のご高配を受け賜り，厚く御礼申

し上げます． 
 この度，2025 年 4 月 10 日（木），11 日（金）に開催されます第 68 回日本手外科学会学術集会会長の

三上容司先生（横浜労災病院 院長）のご厚情を賜り，4 月 11 日（金），12 日（土）に第 37 回日本ハン

ドセラピィ学会学術集会をパシフィコ横浜ノースにて開催させていただくことになりました． 
なお，11 日（金）の午後は 68 回日本手外科学会学術集会と同会場にて併催となります． 
 日本ハンドセラピィ学会では，発足以来，ハンドセラピィ（手外科のリハビリテーション）の啓発，及

び知識・技術の向上を目的に毎年学術集会を開催しております．本学術集会におきましても，これまでの

目的を踏まえ，臨床及び研究で活躍されている多くのセラピストや医師に参加していただき，研究の成

果が様々な形で社会へ還元される機会となるよう企画しております．なお，本学術集会は現地およびオ

ンデマンド配信での開催を予定しております．  
 つきましては，本学術集会の趣意をご理解頂き，本学術集会へのご後援について格別のご高配を賜り

たく存じております．下記書類を添えてお送りいたしますので，ご確認のほどよろしくお願い申し上げ

ます．承諾の可否につきましては同封の承諾書にてご返答をお願い出来ましたら幸いです． 
末筆ながら，ご自愛の程お祈り申し上げます．  

謹白 
 
 

記 
１． 後援名義申請書 
２． 第 37 回日本ハンドセラピィ学会学術集会 趣意書 
３． 後援名義承諾書（返信用） 

                                  
以上 

 
問合せ先 

第 37 回日本ハンドセラピィ学会学術集会 事務局 
〒004-0041 北海道札幌市厚別区大谷地東 1丁目 1-1 

札幌徳洲会病院 リハビリテーション科 
TEL：011-890-1622  E-mail: jhts37hand@gmail.com 



 

（公社）埼玉県理学療法士会 共催・協賛・後援申請書 
 

2024 年 10 月 5 日 
 

（公社）埼玉県理学療法士会 
会長 南本 浩之 宛 

 

団体名：日本ハンドセラピィ学会 

所在地：〒555-0001 
    大阪府大阪市西区土佐堀 1 丁目 4-8 

日栄ビル 703A 
有限会社あゆみコーポレーション内 

代表者の職・氏名：理事 井部光滋 

電話番号：011-890-1110 
 

下記の事業について、（公社）埼玉県理学療法士会の共催・協賛・後援を受けたいので、

関係書類（役員名簿・定款・事業予算案）を添えて申請します。 
 

記 

事業名称：第 37 回日本ハンドセラピィ学会学術集会 

 

開催目的：「新時代へ －試されるセラピスト—」をテーマとして，ハンドセラピィに関する学術集

会を開催いたします．経験豊富なセラピストによる明日のハンドセラピィに役立つ実践のコツ，経

験年数を問わず学べる・活かせる学会，医師とセラピストが交流できる学会，全国の医師とセラピ

ストが一堂に会し，対面で議論を交わし親交を深める学会を目指し，新時代へのハンドセラピィの

発展に寄与できれば幸いと考えております． 
 

開催期日：令和 7 年 4 月 11 日（金）から令和 7 年 4 月 12 日（土） 
 

開催場所：パシフィコ横浜 ノース４階 
 

事業内容： 
本学術集会はハンドセラピィ（手外科領域のリハビリテーション）の知識・技能の研鑽、学術の発

展、国際交流を目的に開催したします。「新時代へ -試されるセラピスト-」をテーマに、新時代へ

向けセラピストは先代の教えを踏襲しつつも新たな可能性と創造的な挑戦する姿勢で未来に立ち向

かっていく必要性があると考え、本テーマとして開催いたします。 

 

（公社）埼玉県理学療法士会の共催・協賛・後援を受けたい理由：貴会よりご後援いただく

ことで、本学術集会の開催の趣旨にご賛同いただいたものとして、開催の意義が高まり、幅

広く参加者を募ることができると思われます．「新時代へ －試されるセラピスト—」をテーマに



より多くの方々と交流できる学会，対面で議論を交わし親交を深める学会を目指し，ひいては新時

代へのハンドセラピィの発展に寄与できる学会となると思われます． 
 


